
感染症情報 ４月２８日～５月４日

②溶連菌感染症

④咽頭結膜熱

２０９例（堺市 

９５例（堺市 １０例）
７５例（堺市 ３例）

報告数による順位。前週比１６．５％減の２，１４９件。ゴールデン
ウィークを含んでいる。感染性胃腸炎が府下で前週から１４％減、
堺市で前週８０例→今回７９例。溶連菌感染症が府下で２３％減、
堺市で前週３２例→今回２４例。伝染性紅斑が府下で９％減、堺市
で前週７例→今回３例。咽頭結膜熱が府下で１２％増、堺市で前
週１９例→１０例であった。定点当たり大阪府は０．５１、堺市は
０．５９であった。ＲＳウイルス感染症が府下で５６％減、堺市で前週
１０例→今回３例。
インフルエンザが府下で前週２６８例→今回１６９例は３７％減。堺
市は前週３例→今回５例。
全数把握疾患の百日咳は大阪府で６２例、堺市は０例だった。

２４例）
③伝染性紅斑 １２１例（堺市 ３例）

７９例）

府下２９２医療機関（堺市２５）から

府下小児科１８６医療機関（堺市１７）から

①感染性胃腸炎 １，５１１例（堺市

１６９例（堺市インフルエンザ ５例）

府下２９２医療機関（堺市２５）から

２４９例（堺市新型コロナウイルス感染症 １６例）

 新型コロナウイルスの定点報告は、府下で１７％減、定点当たり
１．０２→０．８５。堺市で２５例→１６例、定点当たり１．００→０．６４。

大阪府定点 ０．８５ 堺市定点 ０．６４

麻疹や風疹の報告はなかった。

⑤ＲＳウイルス感染症

府下２９２医療機関（堺市２５）から

１１，４９０例（堺市急性呼吸器（ARI）感染症 １，１８８例）
大阪府定点 ３９．３５ 堺市定点 ４７．５２

 急性呼吸器感染症は大阪府で前回より８％減、定点当たり
４２．６５→３９．３５、堺市で前回より２％減、定点当たり４８．４８→
４７．５２であった。


	スライド 1

